




1．日時 2007 年 12 月 1 日　13 時 30 分～ 17 時
2．場所 京都商工会議所
3．パネラー 大塚洋一郎氏（経済産業省大臣官房審議官地域経済・地域エネルギー担当）
  能勢加奈子氏（株式会社フェリシモ　ecolor グループ　グループリーダー）






















































































































し，昔の慈善団体やチャリティー，NPO でも儲けないところで一生懸命やる，という 2 つ
のタイプでした．ところが，一般企業の中でも，社会性を重んじる方向に進むところが出て
きました．また，NPO も慈善型の NPO ではなくて事業型の NPO，どんどんお金を取って






は NPO 法人です．1998 年に特定非営利活動促進法ができました．13 年前に起きた神戸の
大震災の時に，ボランティア活動がワッと広がりました．そして，98 年にこの NPO 法がで






























農水産業，公共部門の 3 つが景気を支えていましたが，この 3 つが非常に悪い状態のため，
景気がなかなか回復しないのです．農業は高齢化，担い手不足で収入がどんどん下がってく
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る．建設業は公共の部分を急激に縮小され，業界は縮小気味です．公共部門もなかなか小さ
な政府でお金を投入するわけにはいかなくなってきています．今，私が話していることは，


















ンターの小林事務局長が試算したものです．北海道内に NPO 法人が 1,200 あり，400 が事
業型でお金を取って活動している NPO 法人です．年間平均事業収入が 2,500 万円で，常勤
が 7 人．これで計算しますと，北海道では事業規模は 100 億円．雇用人数 2,800 人となります．
実は，日本のソーシャル・ビジネス全体の統計は，まだあまりありません．今，一生懸命に
調査しているところで，来年春ぐらいにはまとまると思います．これを非常に粗っぽく全体
に当てはめますと，全国で NPO 法人は 3 万 4,000 ほどありますが，この半分ぐらいは動い
てないのではないか，という説もあります．それでいきますと，事業型 NPO 法人は，1 万 1,000















では，慈善型 NPO から事業型 NPO の転換台頭という一種の NPO の商業化という動きが起
きました．レーガンさんを小泉さんと当てはめると，ちょうど 90 年代後半から小泉改革に
よって小さな政府によって格差拡大になりました．約 15 年，20 年後になります．今，まさ
にこの動きの渦中にあるわけです．そして，事業型 NPO が日本で増えてきています．NPO
が解決しなければいけない社会的課題がどんどん増えてきています．日本にもそういう時代














事例を 5 つほど紹介いたします．まず，「フローレンス」です．代表理事の駒崎さんは 79
















業を批判しました．けれども，100 万回危険性を叫ぶよりも 1 本の無農薬大根を作って食べ





























































































































場を作っていこう，と考えまして，昭和 40 年 10 月 5 日にこの太陽の家を造りました．
ここに理念を書いております．「世に身心障がい者はあっても，仕事に障がいはあり得な
い」．障がいのある人たちは働くための環境を整備すれば働けるんだ，と考えたわけです．
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際に，人口の 4 分の 1 近くである 200 万人の人が虐殺されました．特に医師であったり，教
師であったり，弁護士であったり，村の村長であったり，知識を持っている人たちが虐殺を
されました．そのせいで国としての力をつけるのが遅れている状況にあります．









たときに，一番小さい子どもで 5 歳という記述がありました．5 歳だけでなく 8 歳，10 歳，
一番上は 18 でしたが，非常に小さい子どもが被害に遭っているとその時に知りました．









と，7,000 人から 2 万人で年々増えていっているという状況になっています．
この施設を私が去るときに，6 歳と 12 歳の姉妹が，私に対して「あなたがいてくれてす
ごく楽しかったから，日本に帰らないでずっと一緒にいてよ」と来たのです．そのときに，
この問題の深刻さも本当に大変で何とかしなきゃいけないっていうことを思ったのですが，















































今年の 3 月に私たちは，インちゃんのおうちを訪ねたのですが，その 3 週間前に弟が母子感









次に，IT 事業の紹介をしたいと思います．IT 事業は，日本で Web 製作の仕事とカンボジ





しては，今年の予算で 7,500 万円，昨年は 4,400 万円の収入がありました．
孤児院の子どもたちには，これまで 120 人の孤児の子どもにパソコン教室を提供して，中
にはパソコンのスキルがあったために就職が決まったりですとか，一番できる子ですと，




終わりではなくて，その成果が目に見えるように映像を Web 上で配信したり，3 カ月に 1
回は，会員の方にコンタクトを取るようにしています．なるべく自己犠牲ではなく，笑顔の
連鎖を作り出せるような仕組みを作ろうと考えてやっています．私からの活動紹介は以上に
なります．ご清聴ありがとうございました．
大室：ありがとうございました．（次号につづく）
